
平成24年度の当初予算平成24年度の当初予算

◎市役所の機構改革について　◎五十市地区公民館がオープン
◎市税・保険税などの納期限一覧　◎カレッジピア会員募集　
◎快適な道路環境をつくりましょう！

◎市役所の機構改革について　◎五十市地区公民館がオープン
◎市税・保険税などの納期限一覧　◎カレッジピア会員募集　
◎快適な道路環境をつくりましょう！

その他の特集
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予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大

震
災
や
急
速
な
円
高
の
進
行
、
政
府
に

よ
る
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

へ
の
協
議
参
加
表
明
な
ど
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
経
済
状
況
は
変
化
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
市
内
に
お
い
て
は
、
口
蹄
疫

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
、
新
燃
岳
の
噴
火

に
よ
る
降
灰
被
害
な
ど
、
市
民
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で

は
、
行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
と
、

一
昨
年
来
の
危
機
的
事
態
な
ど
へ
の
対

応
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
将
来
の
本

市
に
必
要
な
施
策
に
は
積
極
的
に
投
資

し
て
い
く
こ
と
を
予
算
編
成
の
基
本
ス

タ
ン
ス
と
し
ま
し
た
。

　

新
燃
岳
噴
火
災
害
な
ど
か
ら
の
確
実

な
復
興
と
、
今
後
に
向
け
た
都
城
の
基

盤
と
な
る
事
業
を
推
進
し
、
都
城
再
生

を
目
指
す
「
明
日
の
都
城
」
創
造
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
６
８
０
億
１

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
職
員
定
数
の
削
減
な

ど
に
よ
り
、
人
件
費
が
６
億
９
千
万
円

減
少
の
１
１
４
億
３
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
建
設
事
業
費
は
、
健

康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
な
ど
に
本
格

的
に
取
り
組
む
も
の
の
、
国
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
都
城
盆
地
地
区
負
担
金
の

減
少
な
ど
に
よ
り
５
億
１
千
万
円
減
少

し
84
億
９
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
１
億
４
千
万

円
減
少
の
１
７
２
億
２
千
万
円
、
地
方

交
付
税
は
１
億
円
増
加
の
１
９
６
億
２

千
万
円
、
国
・
県
支
出
金
は
７
億
５
千

万
円
減
少
の
１
３
１
億
２
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
市
債
発
行
額
は
、
健
康

医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
や
志
和
池
最
終

処
分
場
第
２
期
建
設
事
業
費
な
ど
の
増

加
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
、
14
億
９

千
万
円
増
加
の
83
億
６
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
市
債
残
高
に
つ
い
て

は
、
全
会
計
の
合
計
で
比
較
す
る
と
減

少
す
る
見
込
み
で
す
。

◎明日の都城を創造するため、３大プロ
ジェクトに19億6,247万円を計上
◎災害に備えるために防災・防疫関係に
1億2,520万円を計上
◎一般会計予算総額は対前年度比3.2％減
※前年度の特殊要因を除くと実質1.2％増
◎財政健全化は、引き続き維持
市債残高は、平成17年度以降減少

平成24年度予算の姿

都

平成24年度の本市の予算が成立しました。
明日の都城を創造するための投資と、口蹄疫・豪雨災害・新燃岳噴火災害から
復興し、都城を再生するための予算を盛り込みました。

◎問い合わせ　財政課　☎23－2113

明
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新しい都城市郡医師会病院の完成予想図

クリーンセンターの完成予想図

　
　

健
康
医
療
ゾ
ー
ン

　
　

整
備
事
業

〈
予
算
額　

13
億
２
、３
６
０
万
円
〉

　
「
サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
」
で
位
置
付
け

た
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
（
太
郎
坊
町
）
に
、

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
な
ど
を
移
転
整

備
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
中
の
開
業
に
向
け
て
、

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
医
療
施
設
用

地
の
土
地
造
成
工
事
や
建
築
設
計
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
病
院

施
設
の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
施
設
の
特
徴

　

地
上
５
階
建
て
、
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
設
置
し
ま
す
。
病
床
数
は
、
現
在

の
１
７
２
床
か
ら
28
床
増
や
し
、
２
０

０
床
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
診
療
科
目

【
都
城
市
郡
医
師
会
病
院
（
11
科
）】

内
科
、
循
環
器
科
、
外
科
、
脳
神
経
外

科
、小
児
科
、放
射
線
科
、消
化
器
内
科
、

麻
酔
科
、
形
成
外
科
、
婦
人
科
、
整
形

外
科
（
新
設
）

【
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（
３
科
）】

内
科
、
外
科
、
小
児
科

　
　

雇
用
創
出
ゾ
ー
ン

　
　

整
備
事
業

〈
予
算
額　

４
億
９
、２
６
４
万
円
〉

　
「
サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
」
で
位
置
付
け

た
雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
（
高
城
町
）
に
都

城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
を
整
備
し
ま
す
。

都
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
近
い
と
い

う
地
の
利
を
生
か
し
て
、
バ
イ
オ
関
連

産
業
や
電
子
・
精
密
機
器
関
連
産
業
の

集
積
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
工
場
用
地
の
造
成
と
道

路
や
水
路
な
ど
周
辺
の
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。

○
分
譲
開
始
予
定

﹇
大
井
手
地
区
﹈
平
成
25
年
度

﹇
穂
満
坊
地
区
﹈
平
成
26
年
度

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

建
設
事
業

〈
予
算
額　

１
億
４
、６
２
３
万
円
〉

　

清
掃
工
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た

な
ご
み
焼
却
施
設
と
な
る
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。
平
成
26
年
度

中
の
施
設
稼
働
を
目
指
し
、
今
年
度
は
、

実
施
設
計
を
進
め
、
本
体
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

○
施
設
の
特
徴

　

今
ま
で
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
処

理
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
を
、

安
全
に
焼
却
で
き
る
ス
ト
ー
カ
炉
方
式

の
施
設
を
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
焼
却

に
伴
い
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

収
し
て
発
電
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮

し
た
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

道
路
橋
り
ょ
う
施
設

降
灰
除
去
事
業

〈
予
算
額　

１
億
円
〉

　

新
燃
岳
が
再
噴
火
し
た
場
合
に
備
え
、

降
灰
後
、
す
ぐ
に
市
内
の
環
境
改
善
を

図
る
た
め
の
予
算
で
す
。
道
路
に
降
り

積
も
っ
た
灰
の
除
去
な
ど
を
行
い
ま
す
。

新
燃
岳
噴
火
活
動
対
策
避
難
所

関
連
事
業

〈
予
算
額　

２
、０
２
７
万
円
〉

　

避
難
所
の
環
境
整
備
や
土
石
流
災
害

対
策
の
た
め
、
防
災
倉
庫
お
よ
び
発
電

機
や
投
光
器
な
ど
の
防
災
資
機
材
を
整

備
し
ま
す
。

家
畜
防
疫
消
毒
ポ
イ
ン
ト

設
置
事
業

〈
予
算
額　

4
9
3
万
円
〉

　

口
蹄
疫
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
の
侵
入

と
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
幹
線
道
路
に

有
事
の
際
に
利
用
す
る
消
毒
槽
な
ど
を

設
置
し
ま
す
。

『
明
日
の
都
城
』の
基
盤
と
な
る
事
業
を
推
進

3
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
化

平成24年度当初予算
　　予算の概要

１

２

３

※大井手地区は
　都城市土地開発公社で実施します
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款名 平成23年度
当初予算（Ａ）

平成24年度
当初予算（Ｂ）

増減額
（Ｂ）－（Ａ） 増減の主な要因

議会費 473,750 416,839 △ 56,911 議員共済負担金の減額
総務費 7,410,298 6,885,248 △ 525,050 新防災行政無線整備事業などの減額

民生費 25,149,947 24,945,854 △ 204,093 介護基盤緊急整備等特別対策事業、重度心身障害者医療給付費などの減額

衛生費 5,093,751 7,014,656 1,920,905
健康医療ゾーン整備事業、志和池最終処分場第２
期建設事業、一般廃棄物処理業務委託事業などの
増額

労働費 10,703 5,454 △ 5,249 地域雇用創造推進事業などの減額

農林水産業費 6,251,789 3,338,502 △ 2,913,287
国営かんがい排水事業都城盆地地区負担金、家畜
防疫日本一のまちづくり推進事業、種豚更新支援
緊急対策事業などの減額

商工費 2,363,235 2,394,088 30,853 企業立地促進奨励措置費、スポーツイベント助成事業、ＪＲ吉都線100周年記念事業などの増額

土木費 6,267,887 6,397,745 129,858 国土基本図作成事業、一堂ヶ丘公園整備事業、街路整備事業などの増額

消防費 2,016,831 2,011,345 △ 5,486 住宅用火災警報器設置促進事業、消防団車両整備事業などの減額

教育費 4,695,402 5,084,951 389,549 西岳小学校建設事業、山田体育館改修事業、西岳地区公民館建設事業などの増額
その他 10,506,407 9,515,318 △ 991,089
合計 70,240,000 68,010,000 △ 2,230,000

一般会計歳出予算費目別一覧 （単位：千円）

歳入歳出総額
平成24年度の一般会計予算は、680億1,000万円を計上。
市債残高は、平成17年度以降減少しています。ここでは、
今回の一般会計予算を市民1人当たりの経費に例え、分か
りやすく解説するとともに、これまでの財政健全化の取り
組みを紹介しながら、予算の概要を説明します。

一般会計一般会計

680億1,000万円（対前年度比3.2％減）

一般会計予算
市税

172億2,000万円
25.3％

地方交付税
196億2,000万円

28.9％

市債
83億6,000万円
12.3％

国・県支出金
131億2,000万円

19.3％

その他
96億9,000万円
14.2％

680億1,000万円

歳 入

扶助費
161億7,000万円

23.8％

人件費
114億3,000万円

16.8％
公債費

91億1,000万円
13.4％

普通建設事業費
84億9,000万円
12.5％

その他
228億1,000万円

33.5％

680億1,000万円

歳 出

42012.4



平成24年度当初予算
　　予算の内訳

市債残高の推移（全会計）

実質公債費比率と
将来負担比率の比較（県内９市）

市債残高は平成17年度以降減少しています
　合併後６年間に取り組んだ行財政改革の成果とし
て、市の借金である市債を減らすことができました。
※全会計とは、一般会計、特別会計、企業会計を合
わせたもの。数字は各年度末の残高

県内９市の中でも健全な運営
　平成19年６月から施行された「地方公共団体の財
政健全化に関する法律」に基づく指標によると、平
成22年度決算における本市の実質公債費比率は県内
９市ではえびの市についで２番目に低く、また、将
来負担比率も、２番目に低い状況です。こうしたこ
とから本市は、健全な財政運営が図られているとい
えます。

市民１人当たりの予算額と主な経費の内訳
平成24年度一般会計予算額の市民１人当たりの額は、402,776円です。
主な経費の市民１人当たりの金額内訳は次の通りとなっています。

民生費　　　147,737円

公債費　　　53,952円

衛生費　　　41,543円

総務費　　　40,777円

土木費　　　37,889円

教育費　　　30,115円

農林水産業費　19,772円

商工費　　　　14,179円

その他　　　 16,812円

市民１人当たりの
予算額

402,776円

※平成24年３月１日現在の推計人口168,853人で算出

実質公債費比率（左目盛り）
将来負担比率　（右目盛り）

え
び
の
市

西
都
市

串
間
市

日
向
市

小
林
市

日
南
市

延
岡
市

宮
崎
市

都
城
市

用
語
の
解
説

市
債　

建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業

な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

扶
助
費　

生
活
保
護
や
児
童
・
高
齢

者
福
祉
事
業
な
ど
に
要
す
る
経
費

公
債
費　

市
が
発
行
し
た
市
債
（
借

金
）
返
済
の
た
め
の
経
費

総
務
費　

課
税
、
戸
籍
、
選
挙
な
ど

の
経
費

民
生
費　

高
齢
者
や
児
童
、
障
が
い

者
な
ど
の
福
祉
の
た
め
の
経
費

衛
生
費　

保
健
衛
生
や
清
掃
な
ど
の

経
費

教
育
費　

教
育
や
文
化
財
保
護
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

実
質
公
債
費
比
率　

市
の
自
由
に
な

る
歳
入
の
う
ち
全
会
計
の
借
入
金

返
済
に
充
て
た
割
合

将
来
負
担
比
率　

自
治
体
が
将
来
支

払
う
可
能
性
が
あ
る
債
務
の
一
般

会
計
に
対
す
る
比
率

合
併
特
例
債　

合
併
後
の
10
年
間
に

限
り
、市
が
発
行
で
き
る
地
方
債
。

償
還
に
要
す
る
費
用
は
、
後
年
度

の
交
付
税
で
70
㌫
措
置

臨
時
財
政
対
策
債　

地
方
交
付
税
の

代
わ
り
と
し
て
市
が
発
行
す
る
地

方
債
。
償
還
金
は
、
後
年
度
の
交

付
税
で
１
０
０
㌫
措
置
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地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

予
算
額　

３
９
９
万
４
、０
０
０
円

　

自
家
用
車
の
普
及
や
人
口
減
少
に
よ

り
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利

用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
バ
ス
路
線
が
減
便
・
廃
止
さ

れ
、
公
共
交
通
空
白
地
帯
が
広
が
っ
て

お
り
、
車
な
ど
の
移
動
手
段
を
持
た
な

い
市
民
に
と
っ
て
、
買
い
物
や
通
院
が

困
難
と
な
る
な
ど
問
題
が
顕
在
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域
の
移

動
手
段
の
確
保
を
目
指
し
、
今
年
度
は

山
之
口
地
区
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
な
ど
を
試
験
運
行
し
ま
す
。

※ 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

は
、
利
用
者
が
予
約
し
、
そ
の
予
約

に
応
じ
て
運
行
経
路
や
運
行
時
間
を

決
定
し
、
運
行
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
こ
と
で
す

美
術
館
特
別
展
・
企
画
展
事
業

予
算
額　

７
５
０
万
円

　

笠
間
日
動
美
術
館
の
３
２
０
作
家
に

及
ぶ
パ
レ
ッ
ト
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
、
30
作
家
の
70
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

梅
原
龍
三
郎
、
安
井
曾
太
郎
、
ピ
カ

ソ
、
マ
チ
ス
、
ダ
リ
な
ど
、
国
内
外
の

巨
匠
の
創
作
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

予
算
額　

５
６
０
万
３
、０
０
０
円

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
霧
島
山
と
そ
の

周
辺
を
範
囲
と
す
る
も
の
で
、
霧
島
山

を
囲
む
６
市
町
や
民
間
団
体
、
宮
崎
・

鹿
児
島
両
県
で
組
織
す
る
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
で
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
９
月
に
は
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、
現
在
、
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
ふ
さ

わ
し
い
環
境
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
特
別
対
策
事
業

予
算
額　

３
０
３
万
６
、０
０
０
円

　

都
城
警
察
所
管
内
に
お
い
て
は
、
飲

酒
運
転
検
挙
者
数
が
、
平
成
19
年
か
ら

23
年
ま
で
、
５
年
連
続
で
県
内
最
多
と

な
り
、
市
民
の
飲
酒
運
転
に
対
す
る
意

識
啓
発
や
モ
ラ
ル
の
向
上
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
飲
食

店
、
事
業
所
、
高
齢
者
、
若
者
を
対
象

に
し
た
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

ここでは、明日の都城の創造と復興・再生に重点を置いて
編成した平成24年度当初予算の中で特色ある事業を
いくつか取り上げて紹介します。

明日の都城を描く
特色ある事業

○一般会計

○特別会計

○企業会計

　　合計

680億1,000万円

450億9,464万円

35億9,760万円

1,167億 224万円

を置いて
を

○企業会計

　　合計

35億9,760万円

1,167億 224万円

認
定
子
ど
も
園
事
業

予
算
額　

３
、０
８
８
万
８
、０
０
０
円

　

幼
稚
園
、
保
育
所
の
う
ち
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
幼
児
教
育
や
保
育
を
提
供

す
る
機
能
と
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
を
行
う
機
能
を
備
え
、
認
定
基
準

を
満
た
す
施
設
は
、
都
道
府
県
知
事
か

ら
「
認
定
子
ど
も
園
」
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
中
に「
認
定
こ
ど
も
園
」

と
し
て
認
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
市
内

の
私
立
幼
稚
園
に
対
し
、
１
〜
２
歳
の

幼
児
を
対
象
に
し
た
保
育
事
業
費
の
一

部
を
助
成
し
、
子

育
て
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

一
堂
ヶ
丘
公
園
整
備
事
業

予
算
額　

６
、６
０
０
万
円

　

一
堂
ヶ
丘
公
園
利
用
者
の
安
全
性
の

確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に

「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
整
備
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
多
目
的
広
場
内
に
あ
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
と
幼
児
遊
具
エ
リ
ア

を
切
り
離
し
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊

具
や
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
。
幼
児
が
安

心
し
て
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
整
備
を
行

い
ま
す
。
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平成24年度当初予算
　　特色ある事業

　

さ
ら
に
、
王
冠
や
装
束
な
ど
と
い
っ

た
華
麗
な
琉
球
王
朝
の
美
も
同
時
に
展

示
し
ま
す
。

住
民
税
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

予
算
額　

３
、４
８
４
万
４
、０
０
０
円

　

住
民
税
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
市

民
税
・
県
民
税
の
申
告
会
場
で
課
税
に

必
要
な
所
得
金
額
や
控
除
情
報
の
入
力

を
行
い
、
申
告
書
を
作
成
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

課
税
計
算
の
適
正
化
や
迅
速
化
が
図
ら

れ
、
受
付
時
間
や
待
ち
時
間
の
短
縮
が

図
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
課
税
資
料
を
パ
ソ
コ
ン
で
検

索
で
き
る
た
め
、
問
い
合
わ
せ
に
対

し
、
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

J
R
都
城
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
推
進
事
業

予
算
額　

５
、１
１
６
万
６
、０
０
０
円

　

国
の
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

お
よ
び
「
移
動
等
円
滑
化
の
推
進
に
関

す
る
基
本
方
針
」に
基
づ
き
行
わ
れ
る
、

Ｊ
Ｒ
都
城
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工

事
費
用
の
６
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

① 

各
旅
客
ホ
ー
ム
を
結
ぶ
専
用
歩
道
橋

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備

②
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置

③
２
段
手
す
り
の
整
備

④ 

視
覚
障
が
い
者
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
、

盲
導
鈴
な
ど
の
整
備

会
な
ど
と
い
っ
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、
延
べ
宿
泊
者

数
の
区
分
ご
と
に
補
助
限
度
額
を
定

め
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
主
催
者
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

会
場
と
な
る
施
設
や
市
内
の
宿
泊
施
設

の
利
用
増
が
図
ら
れ
、
大
き
な
経
済
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
開
催
事
業

予
算
額　

５
４
７
万
７
、０
０
０
円

　

10
月
か
ら
49
日
間
の
会
期
で
、「
都

城
島
津
家
と
琉
球
王
朝
」
と
題
し
、
那

覇
市
歴
史
博
物
館
の
協
力
を
得
て
、
南

九
州
と
琉
球
の
歴
史
的
関
係
性
の
深
さ

や
、
島
津
家
と
琉
球
王
朝
と
の
関
わ
り

を
紹
介
し
ま
す
。

都
城
島
津
邸
石
蔵
整
備
活
用
事
業

予
算
額　

６
７
５
万
円

　

現
在
、
休
憩
室
と
し
て
利
用
し
て
い

る
石
蔵
を
改
修
し
、
お
茶
や
お
菓
子
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
厨

房
施
設
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、

都
城
島
津
邸
来
場

者
の
満
足
度
の
向

上
や
集
客
力
の

ア
ッ
プ
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
を
図

り
ま
す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
事
業

予
算
額　

55
万
円

　

宿
泊
を
伴
う
会
議
や
各
種
大
会
、
学1 市民が主役のまち

総額159億4,473万2千円

○行政事務連絡経費　　　 9,455万7千円
○市民公益活動推進事業　　 265万4千円
○まちづくり協議会設置推進事業

3,440万9千円
○NPO等協働体制確立事業（定住自立圏）

280万円
○市民相談・行政相談事務費

252万1千円

2 ゆたかな心が育つまち
総額735億6,158万1千円

○子どものための手当給付費
30億5,421万円

○妊婦乳児健康診査費1億5,603万2千円
○予防接種費（0歳～ 18歳）

1億8,463万1千円
○病児・病後児保育事業  1,534万8千円
○西岳小学校建設事業

3億3,982万9千円

3 緑あふれるまち
総額34億125万9千円

○指定ごみ袋事業　　    5,966万3千円
○リサイクル活動推進事業費

2,762万2千円
○ごみ収集運搬費　   4億7,283万3千円
○志和池最終処分場第2期建設事業

6億9,440万5千円

4 活力あるまち
総額237億9,467万1千円

○工業用地造成事業　4億1,085万8千円
○簡易水道統合事業　 　　　1億860万円
○過疎対策事業（道路改良） 2,450万円

そのほかの事業
※「都城市総合計画」の４つの基本理念ごとに掲載
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合
併
処
理
浄
化
槽
の
担
当
課
変
更

　

課
の
統
合
に
伴
い
市
民
生
活
課
に
代

わ
っ
て
、
建
設
課
が
担
当
し
ま
す
。
取

り
扱
う
事
務
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
山
之
口
総
合
支
所

　

☎
57

－

３
１
１
１
（
代
表
）

●
高
城
総
合
支
所

　

☎
58

－
２
３
１
１
（
代
表
）

●
山
田
総
合
支
所

　

☎
64

－

１
１
１
１
（
代
表
）

●
高
崎
総
合
支
所

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

畑
地
か
ん
が
い
関
連
事
務
の
統
合

　

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
施
設
整
備
事

務
と
営
農
推
進
事
務
を
統
合
し
、
推
進

体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か

ら
事
務
の
拠
点
を
都
北
町
別
館
（
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
東
隣
）
に
移
し
、

都
城
盆
地
土
地
改
良
区
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

●
農
産
園
芸
課
畑
か
ん
営
農
推
進
担
当

　

☎
36

－

６
６
１
０

多
目
的
ホ
ー
ル

　

学
習
発
表
会
や
講
演
会
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
催
し
に
対
応
で
き
ま
す
。
ま
た
、

間
仕
切
り
す
る
こ
と
で
、
中
・
小
会
議

室
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

※ 

テ
ー
ブ
ル
使
用
の
場
合　

１
２
０
席

　

椅
子
の
み
使
用
の
場
合　

２
７
０
席

研
修
室
（
会
議
室
、
和
室
）

　

会
議
や
研
修
会
、
生
涯
学
習
活
動
に

利
用
で
き
ま
す
。
会
議
室
は
、
間
仕
切

り
す
る
こ
と
で
、
小
会
議
室
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

※ 

会
議
室
は
、
座
席
数
36
席
。
和
室
は
、

18
畳
の
広
さ
で
座
卓
10
台

調
理
室

　

調
理
講
習
会
や
調
理
実
習
な
ど
の
生

涯
学
習
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

※
調
理
実
習
台
５
台

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
室

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
や
ソ
フ
ァ
ー
を
備
え
、

高
齢
者
が
く
つ
ろ
げ
る
施
設
で
す
。

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
組
織
で

ス
タ
ー
ト
!

五
十
市
地
区
公
民
館
が　
　

　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
!

総
合
支
所
機
能
の
再
編

　

地
域
自
治
区
終
了
後
の
総
合
支
所
の

組
織
体
制
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
通
り

提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な

が
ら
、「
地
域
振
興
機
能
の
強
化
」
と

「
総
合
窓
口
体
制
の
推
進
」
を
整
備
方

針
の
柱
と
し
て
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
振
興
機
能
の
強
化

　

こ
れ
ま
で
の
総
合
支
所
総
務
課
が
所

管
す
る
事
務
に
地
域
振
興
機
能
を
加

え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
課
の
名
称
を
総
務
課

か
ら
「
地
域
振
興
課
」
に
変
更
し
ま

す
。

総
合
窓
口
体
制
の
推
進

　

財
務
課
と
市
民
生
活
課
、
健
康
福
祉

課
の
３
課
を
統
合
。
住
民
へ
の
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
を
広
く
担
当
す
る
た
め
、
課

の
名
称
を
「
市
民
生
活
課
」
と
し
、
各

種
手
続
き
や
証
明
書
な
ど
の
交
付
、
市

税
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
一
つ
の
課

で
担
当
し
ま
す
。

地
域
住
民
の

交
流
拠
点
施
設

市
役
所
の

組
織
が

変
わ
り
ま
す
！

図
書
・
児
童
室

　

児
童
書
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
本
を

そ
ろ
え
て
い
て
、
子
ど
も
に
も
魅
力
的

な
施
設
で
す
。

※ 

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
室
を

備
え
て
い
ま
す

■
申
し
込
み

　

１
カ
月
前
か
ら
窓
口
で
受
け
付
け
ま

す
。
た
だ
し
、変
更
お
よ
び
キ
ャ
ン
セ
ル

は
１
週
間
前
ま
で

■
利
用
時
間

休
館
日
を
除
き
、

９
時
〜
22
時

※ 

準
備
な
ど
の
時

間
も
含
み
ま
す

■
休
館
日

毎
月
第
３
日
曜
日

（
家
庭
の
日
）、

12
月
29
日
〜

１
月
３
日

五
十
市
地
区
公
民
館
が
完
成
し
、
４
月
２
日
㈪
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

環
境
に
も
配
慮
し
、
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
や
L
E
D
照
明
を
採
用
。

今
後
は
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
や
住
民
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
ま
た
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

五
十
市
地
区
公
民
館　

☎
23

－

２
１
８
４

４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
や
事
務
体
制
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。
今
回
は
、
次
の
通

り
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。　

◎
問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
課　

☎
23

－

７
１
６
１
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【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

◎
各
総
合
支
所
の
連
絡
先

山
之
口
総
合
支
所　

☎
57

－

３
１
１
１

高
城
総
合
支
所　
　

☎
58

－

２
３
１
１

山
田
総
合
支
所　
　

☎
64

－

１
１
１
１

高
崎
総
合
支
所　
　

☎
62

－

１
１
１
１

種類
年月 固定資産税 市県民税 国民健康

保険税
後期高齢者
医療保険料 介護保険料 軽自動車税

平
成
24
年

４月 １期
5月 1日㈫

５月 １期
５月31日(木)

６月 １期
7月 2日㈪

１期
7月 2日㈪

７月 ２期
7月31日㈫

２期
7月31日㈫

１期
7月31日㈫

１期
7月31日㈫

８月 ２期
8月31日㈮

３期
8月31日㈮

２期
8月31日㈮

２期
8月31日㈮

９月 ４期
10月 1日㈪

３期
10月 1日㈪

３期
10月 1日㈪

10月 ３期
10月31日㈬

５期
10月31日㈬

４期
10月31日㈬

４期
10月31日㈬

11月 ６期
11月30日㈮

５期
11月30日㈮

５期
11月30日㈮

12月 ３期
12月25日㈫

７期
12月25日㈫

６期
12月25日㈫

６期
12月25日㈫

平
成
25
年

１月 ４期
1月31日㈭

８期
1月31日㈭

７期
1月31日㈭

７期
1月31日㈭

２月 ４期
2月28日㈭

９期
2月28日㈭

８期
2月28日㈭

８期
2月28日㈭

３月 10期
4月 1日㈪

平成24年度　市税などの納期限・口座振替日一覧表（普通徴収分）

※「納期限」「口座振替日」は、納付月の末日（12月は12月25日）。ただし、納期限が土・日曜日、祝日の場合は、その翌日が納期限となります

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金
融

機
関
の
窓
口
に
預
貯
金
通
帳
と
届
け

出
印
お
よ
び
納
税
（
納
付
）
通
知
書

を
持
参
し
、
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※ 

振
り
替
え
開
始
は
申
し
込
み
月
の

翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
月
末

近
く
に
申
し
込
む
と
、
翌
々
月
か

ら
の
振
り
替
え
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　

１
月
か
ら
口
座
振
替
済
通
知
書
の

発
送
を
廃
止
し
ま
し
た
の
で
、
振
り

替
え
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
預
貯
金

通
帳
に
記
帳
し
て
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

車
検
が
必
要
な
軽
自
動
車
の
所
有

者
ま
た
は
使
用
者
に
は
、
口
座
振

替
済
通
知
書
（
継
続
車
検
用
）
を

送
り
ま
す

税
・
保
険
料
の
納
付
は
、

便
利
な
口
座
振
替
で
！

口
座
振
替
済
通
知
書
を
廃
止

保存版

〈
切
り
取
り
線
〉

◎
納
付
場
所

○
次
の
金
融
機
関
の
窓
口

　

 

宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
宮
崎
太

陽
銀
行
、
南
日
本
銀
行
、
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
、
都
城
信
用
金
庫
、
九
州

労
働
金
庫
、
都
城
農
業
協
同
組
合

○ 

沖
縄
県
を
除
く
九
州
管
内
の
郵
便
局
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
納
期
限
後
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

○
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
取
扱
期

限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
取
り
扱
い
で

き
ま
せ
ん

○ 

市
役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

◎
納
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
・

固
定
資
産
税
】

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

【
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23

－

７
１
４
４

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

◎
課
税
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
】

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

【
固
定
資
産
税
】

資
産
税
課　

☎
23

－

２
１
２
４

【
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
４
２
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【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
】

○
日
時　

毎
週
火
曜
日　

19
時
〜
21
時

○
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
英
会
話
】

○
日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

○
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
料
理
】

○
日
時　

毎
週
木
曜
日　

19
時
〜
21
時

○
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
ペ
ン
習
字
・
書
道
】

○
日
時　

毎
週
木
曜
日　

19
時
〜
21
時

○
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
着
付
け
】

○
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

○
場
所　

総
合
福
祉
会
館

対
象
者
と
ク
ラ
ブ
の
内
容

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
、

39
歳
以
下
で
未
婚
の
人
が
対
象
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
系
の
ク
ラ
ブ

【
ミ
ニ
テ
ニ
ス
】

○
日
時　

毎
週
火
曜
日　

20
時
〜
22
時

○
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
姫
城
地
区
体
育
館
）

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
】

○
日
時　

毎
週
水
曜
日　

20
時
〜
22
時

○
場
所　

都
城
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル

【
ゴ
ル
フ
】

○
日
時　

毎
週
木
曜
日　

20
時
〜
22
時

○
場
所　

都
城
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

都
城
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
「
カ
レ
ッ
ジ

ピ
ア
」
で
は
、
平
成
24
年
度
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
は
働
く

若
者
が
余
暇
を
利
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
を
行
う
場
で
す
。

現
在
、
健
康
増
進
と
文
化
的
教
養
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
系
５
ク
ラ
ブ
、

文
化
系
７
ク
ラ
ブ
、
計
12
の
ク
ラ
ブ
が
活
動

し
て
い
て
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。　

　
　

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

【
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

○
日
時　

毎
週
金
曜
日　

20
時
〜
22
時

○
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

○
日
時　

毎
週
金
曜
日　

20
時
〜
22
時

○
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

文
化
系
の
ク
ラ
ブ

【
ヨ
ガ
Ａ
】

○
日
時　

毎
週
水
曜
日　

19
時
〜
21
時

○
場
所　

中
央
公
民
館

【
ヨ
ガ
Ｂ
】

○
日
時　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

○
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
」会
員
募
集

都城市勤
労

青少年ホ
ーム

若者若者のの
交流拠点

!
交流拠点

!

大谷明弘さん
　カレッジピアではクラブ
活動だけではなく、盆地ま
つりや神柱フリーマーケッ
トなど、いろいろなイベン
トにも参加しています。
　クラブ活動はもちろん、
いろいろなイベントに仲間
と一緒に参加できるので、
日頃経験できない楽しみや
新たな出会いがあるのも魅
力です。
　見学もできますので、気
軽に遊びに来てみません
か？　一緒に活動して、み
んなで楽しみましょう。

入
会
金
や
そ
の
他
の
費
用

　

入
会
金
２
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
文
化
系
ク
ラ
ブ
は
講
師
料
と
し

て
月
額
１
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※ 

材
料
費
や
利
用
料
が
必
要
な
ク
ラ
ブ

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
入
会
時
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い

入
会
方
法

　

各
ク
ラ
ブ
の
活
動
日
に
会
場
で
入
会

申
し
込
み
を
す
る
か
、
開
校
式
ま
た
は

入
会
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
開
校
式

○
日
時　

５
月
９
日
㈬　

19
時
30
分
〜

○
場
所　

中
央
公
民
館

入
会
説
明
会　

○
開
催
予
定
日　

６
月
11
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　

７
月
９
日
㈪

○
場
所　

中
央
公
民
館
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都
城
市
の
市
道
の
延
長
は
約
３
、２
０
０
㌔
に
も
及
び
、
そ
の
距
離
は
、
高
速
道

路
で
本
市
と
仙
台
市
と
の
間
を
往
復
で
き
る
ほ
ど
の
長
さ
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
道
路
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
、
穴
ぼ
こ
補
修
や
段
差
解
消
な
ど
の
ほ
か
、
除
草
な

ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
長
大
な
市
道
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

生
活
道
路
は
地
域
の
財
産
で
す
。
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
自
宅
前
や
身
近
な
道
路
の
除
草
を
し
た

り
、
道
路
上
に
看
板
や
商
品
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
た
り
す
る
な
ど
、
一
人
一
人
の
力
で
快
適
な
道
路
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

庭
先
の
植
木
や
生
け
垣
は
、
住
ん
で

い
る
人
や
通
行
す
る
人
に
憩
い
と
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
樹
木
や
枝
葉
が
道
路
上
に

張
り
出
す
と
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行

の
支
障
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
標

識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
を
見
え
に
く

く
し
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
も
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
枝
葉
な
ど
を
市
が
勝
手
に

切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
こ

れ
が
一
因
と
な
っ
て
交
通
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
（
樹
木
）

の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。（
民
法
第
７
１
７
条
「
土

地
の
工
作
物
の
占
用
者
及
び
所
有
者
の

責
任
」、
道
路
法
第
43
条
「
道
路
に
関

す
る
禁
止
事
項
」）

　

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

も
、
自
宅
の
庭
や
山
林
に
樹
木
を
所
有

す
る
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
樹
木
を
適

正
に
管
理
す

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

個
人
で
設
置
し
た
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ

ク
や
鉄
板
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な

る
な
ど
、
大
変
危
険
で
す
。

　

車
道
か
ら
宅
地
内
へ
の
乗
り
入
れ
が

し
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
歩
道

の
縁
石
の
撤
去
や
切
り
下
げ
な
ど
の
工

事
を
、
自
己
負
担
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
う
し
た
場
合
は
、
道
路
を
管
理
す

る
行
政
機
関
に
事

前
に
申
請
し
、
許

可
を
受
け
て
工
事

を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
敷
地
が
市
有
地
で
あ
る
場
合

は
、
道
路
の
一
部
と
し
て
市
が
管
理
し

ま
す
。
こ
う
し
た
部
分
の
舗
装
に
つ
い

て
は
、
円
滑
な
通
行
の
た
め
に
工
事
の

必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
一
定
の
区
間
で

連
続
し
て
効
果
的
な
工
事
が
実
施
で
き

る
場
合
に
市
が
施
工
し
ま
す
。

　

建
築
行
為
に
合
わ
せ
て
す
ぐ
に
舗
装

を
し
た
い
場
合
に
は
、
申
請
を
し
て
許

可
を
受
け
、
費
用
を
自
己
負
担
し
て
工

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
力
で
快
適
な

道
路
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

道
路
の
穴
ぼ
こ
や
陥
没
、
路
肩
の
決

壊
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
破
損

は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
異

常
箇
所
を
見
つ
け
た
ら
、
早
急
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
や
そ
の
他
の
行
為
に
よ
っ

て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
縁
石
な
ど
を
傷
つ
け
た
り
破
損

さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

道路構造物
などを破損
させたら

道路の
破損箇所を
見つけたら

◎
問
い
合
わ
せ

　

維
持
管
理
課

　

☎
23

－

２
７
５
２

　

山
之
口
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
57

－

３
１
１
１

　

高
城
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
58

－

２
３
１
１

　

山
田
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
64

－

１
１
１
１

　

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
62

－

１
１
１
１

安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

道
路
に
張
り
出
し
た

樹
木
の
剪せ

ん
　
て
い定
・
伐
採
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
！

歩
道
切
り
下
げ
や
縁
石
撤
去
は

許
可
を
受
け
て
工
事
を
！

建
築
行
為
に
伴
う
道
路
後
退
な
ど

で
生
じ
た
道
路
の
未
舗
装
部
分
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ま ちのの話 題
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
や
り
と
り
に
笑
い

春
日
神
社
ベ
ブ
ど
ん

　

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の
「
ベ
ブ
ど
ん
」
が
２
月

19
日
、
高
木
町
の
春
日
神
社
で
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
水
田
に
見
立
て
た
境
内
で

は
、
親
方
と
下
男
役
に
ふ
ん
し
た
保
存

会
員
ら
が
田
打
ち
か
ら
種
ま
き
ま
で
の

一
連
の
農
作
業
の
様
子
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
熱
演
。
諸
県
弁
を
使
っ
た
お
も
し
ろ

い
や
り
と
り
に
、
訪
れ
た
観
客
の
間
か

ら
は
大
き
な
笑
い
声
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。
初
め
て
ベ
ブ
ど
ん
を
見
に

来
た
永
野
春
江
さ
ん
（
上
川
東
一
丁
目
）

は
「
方
言
を
使
っ
た
観
客
と
の
掛
け
合

い
が
、
面
白
か
っ
た
。
ま
た
来
年
も
来

た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

春
よ
コ
イ
、
球
場
の
声
援
タ
カ
ら
か
に

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
プ
ロ
野
球

オ
ー
プ
ン
戦
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
対
福

岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
戦
が
２
月

25
日
、
都
城
市
営
球
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

県
内
外
か
ら
４
、１
５
２
人
の
プ
ロ
野
球

フ
ァ
ン
が
来
場
。
ひ
い
き
の
チ
ー
ム
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
メ
ガ
ホ
ン
を
手

に
声
援
を
送
る
フ
ァ
ン
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
始
球
式
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
務

め
た
乙
丸
大だ
い
す
け資
く
ん
（
明
和
小
６
年
）

は
「
緊
張
し
て
ボ
ー
ル
が
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
し
た
け
ど
、
楽
し
く
で
き
た
。
今
日

の
出
来
は
70
点
か
な
」
と
大
役
を
終
え

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

体
を
動
か
し
心
も
健
康

都
城
市
健
康
づ
く
り
大
会

　

都
城
市
健
康
づ
く
り
大
会
が
２
月
24

日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
地
区
の
健
康
づ
く
り
会
や
食
生

活
改
善
推
進
員
な
ど
約
６
０
０
人
が
参

加
。
世
代
間
交
流
で
健
康
の
輪
を
広
げ

て
い
る
活
動
報
告
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

太
極
拳
な
ど
の
実
技
発
表
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
の
橋

本
大
二
郎
さ
ん
に
よ
る
「
超
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
原
文
子
さ

ん
（
都
北
町
）
は
「
健
康
づ
く
り
会
の

活
動
に
感
心
し
ま
し
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
に
参
加
し
て
み
た
い
」
と
健
康

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

夢
は
日
本
王
座
５
階
級
制
覇
！

都
城
市
市
民
栄
誉
賞
贈
呈
式

　

２
月
22
日
、
史
上
初
の
日
本
王
座
４

階
級
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
プ
ロ
ボ
ク
サ

ー
の
湯
場
忠
志
さ
ん（
高
木
町
）へ
の
市

民
栄
誉
賞
の
贈
呈
式
が
、
市
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
長
峯
市
長
が

賞
状
や
記
念
品
の
目
録
を
贈
呈
。
偉
業

達
成
に
祝
福
の
言
葉
を
贈
る
と
と
も
に
、

市
民
に
明
る
い
希
望
と
大
き
な
勇
気
を

与
え
て
く
れ
た
功
績
を
称
賛
し
ま
し
た
。

４
件
目
と
な
る
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し

た
湯
場
選
手
は
「
賞
を
も
ら
え
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
勝

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
び
、
次
は
５
階

級
制
覇
を
目
指
し
た
い
と
意
欲
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
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か
わ
い
ら
し
い
人
形
た
ち
が
お
出
迎
え

「
ひ
な
の
宿
」
商
家
の
ひ
な
ま
つ
り

　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館
で
２
月

25
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
、「
ひ
な
の

宿
」
商
家
の
ひ
な
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
築

１
１
０
年
の
歴
史
あ
る
建
物
に
、
後
藤

家
に
伝
わ
る
人
形
や
着
物
、
高
城
町
内

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ひ
な
飾
り
な
ど
約
70

セ
ッ
ト
８
０
０
体
を
展
示
。
３
月
３
日

に
は
、
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
の
茶

道
同
好
会
に
よ
る
お
茶
の
振
る
舞
い
が

あ
り
、
来
館
者
ら
は
早
春
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
内
野
瑛
太
く

ん
（
都
原
町
）
は
「
か
わ
い
い
人
形
が

た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
て
す
ご
い
」
と

写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

い
ち
ご
の
季
節　

春
到
来
！

高
崎
い
ち
ご
祭
り

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
高
崎
い
ち
ご

祭
り
が
３
月
４
日
、
高
崎
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
農

家
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
、
い
ち
ご
が

市
価
よ
り
安
く
買
え
る
毎
年
恒
例
の
催

し
。
売
り
場
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、

準
備
さ
れ
た
５
、２
０
０
パ
ッ
ク
が
２
時

間
で
売
り
切
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
、
い
ち
ご
を
使
っ
た
お
菓
子
や
野

菜
、
牛
串
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

家
族
と
訪
れ
て
い
た
川
﨑
陽ひ
ま
り莉
ち
ゃ
ん

（
高
崎
町
）
は
「
大
好
き
な
い
ち
ご
が
た

く
さ
ん
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

あ
っ
た
か
い
鍋
と
通
り
会
の
思
い

ま
ち
な
か
よ
か
と
こ
フ
ェ
ス
タ

　

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
ま
ち
な
か

よ
か
と
こ
フ
ェ
ス
タ
が
３
月
３
日
、
千

日
通
り
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、

中
心
市
街
地
の
５
通
り
会
（
12
番
街
、

３
番
街
、
円え

ん

頭ず

庵あ
ん

通
り
、
千
日
通
り
、

ゆ
ず
り
葉
大
通
り
）
が
共
同
で
初
め
て

開
催
。
通
り
会
対
抗
の
鍋
合
戦
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
お
い
し
い
鍋
料

理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
、
出
店
で
買
い

物
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
家

族
と
訪
れ
た
鶴
﨑
美
幸
さ
ん
（
三
股
町
）

は
「
子
ど
も
を
連
れ
て
楽
し
め
る
。
鍋

も
全
部
食
べ
て
み
た
い
」
と
食
べ
比
べ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
の
絆
づ
く
り

み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
と
な
る
３

月
11
日
、
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
市
内
の
高
校
生

ら
が
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

「
愛　

あ
り
が
と
う
」
と
書
か
れ
た
作
品

が
飾
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
保
育

園
児
ら
の
踊
り
や
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
全
員
が
地
震

発
生
時
刻
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙

と
う
を
さ
さ
げ
て
犠
牲
者
を
追
悼
し
た

あ
と
、
被
災
者
を
応
援
し
よ
う
と
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
合
唱
し
、
支
援

へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
１
年
。
津
波
の

記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
、
津
波
の

到
達
点
に
桜
の
木
を
植
栽
し
て
つ
な
ぐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
桜
ラ
イ
ン
３
１
１
」

が
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
桜
の
苗

木
を
贈
ろ
う
と
、
都
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
た
「
岩

手　

陸
前
高
田
へ
桜
を
捧
げ
る
会
」
の

代
表
を
務
め
る
の
が
、
福
﨑
順
久
さ
ん

（
妻
ヶ
丘
町
・
56
歳
）
で
す
。

　

震
災
直
後
の
三
陸
沿
岸
を
視
察
し
た

福
﨑
さ
ん
は
、
特
に
津
波
の
被
害
の
大

き
か
っ
た
陸
前
高
田
市
の
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
て
支
援
が
必
要
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
取
り
組
み
の
対
象
と
な

っ
た
桜
が
、
都
城
市
の
花
木
で
あ
る
こ

と
に
強
い
縁
を
感
じ
た
こ
と
な
ど
が
同

会
を
発
足
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

発
足
当
時
の
思
い
に
つ
い
て
「
大
き

な
変
化
を
起
こ
す
こ
と
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
今
で
き
る
こ

と
や
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
て
、
た
く

さ
ん
の
人
に
、
そ
の
思
い
と
活
動
を
広

め
て
い
き
た
い
」
と
語
る
福
﨑
さ
ん
。

　

苗
木
の
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
募
金

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
都
城
造
園
協

同
組
合
の
協
力
も
あ
っ
て
、
当
初
予
定

し
て
い
た
２
、０
０
０
本
を
上
回
る
３
、

０
０
０
本
の
苗
木
を
確
保
。

　

３
月
９
日
に
は
、
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
協
力
に
よ
り
、
桜
の
成
木
や
苗

木
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
、
現
地
に
向

け
て
出
発
。
３
月
11
日
に
は
、
本
市
か

ら
駆
け
付
け
た
10
人
も
加
わ
り
、
陸
前

高
田
市
で
植
樹
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
地
域
が
復
興
し
た
あ
か
つ

き
に
は
、「
陸
前
高
田
の
人
た
ち
と
満

開
の
桜
の
木
の
下
で
、
に
ぎ
や
か
な
花

見
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
今
後

も
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

岩
手　

陸
前
高
田
へ
桜
を
捧
げ
る
会
代
表

（
都
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
）

福
﨑 

順と

し

久ひ

さ 

さ
ん
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市
で
は
、
４
月
か
ら
食
育
や
地
産
地
消
の

計
画
に
取
り
組
み
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

都
城
の
土
地
や
気
候
が
育
む
野
菜
や
果
物

な
ど
、
そ
の
時
期
に
一
番
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
「
旬
」
の
食
材
を
使
い
、
手
軽
で
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
料
理
を
、
今
後
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

農
政
課　

☎
23

－

２
７
６
８

●材料（６人分）
米　　　　　３合
酒　　　　　大さじ 2
昆布　　　　５cm
鶏もも肉（皮なし）100ｇ
ゴボウ　　　½本（100ｇ）
ニンジン　　½本（80ｇ）
油　　　　　小さじ１
酒　　　　　大さじ１
砂糖　　　　大さじ１½
うす口醤油　大さじ１½
みりん　　　大さじ½
塩　　　　　小さじ¼
だし汁
〈合わせ酢〉
酢　　　　　大さじ 4
砂糖　　　　大さじ３
塩　　　　　小さじ１
カイワレ大根、刻みのり

【下準備】
ゴボウ…ささがきにして水にさらす
ニンジン…太めの千切り
鶏肉…細かく切る
米…洗ってAを入れて固めに炊く
【作り方】
①　ゴボウの水気を絞り、油を熱して炒め、ニンジン、鶏肉を加えて炒める
②　①にひたひたのだし汁、Bの調味料を入れて汁気がなくなるまで煮て冷ます
③　Cで合わせ酢を作り、炊きあがったご飯に混ぜ、すし飯を作る
④　③に②の具を混ぜ、お好みでカイワレ大根や刻みのりを散らす
　　※写真は卵を散らしています

A

B

C

□□□□□□□□

　ゴボウは、食物繊維が豊富です。香
り高い野菜なので、肉や野菜と一緒に
料理すると臭みを消す役割を果たしま
す。油との相性がいいので、よく炒め
ると甘みが増し、味が引き立つのでキ
ンピラゴボウや天ぷらに合います。

キャベツ
グリーンアスパラガス
タケノコ、さやえんどう
玉ネギ、ゴボウ
　　お茶
　　ラッキョウ
　　ジャガ芋
　　イチゴ

サツマ芋、
里芋
ゴボウ、きのこ類
ジャガ芋、白ネギ
大豆、山芋、セロリ
ショウガ

春
のお
もて

なしに

1人分　350kcal
塩分２g
卵を入れると368kcal
塩分2.1g

名前を
覚えよう！

何でも
食べてみてね！

食育で身に付けよう■□□□

　　トマト、キュウリ
　　ナス、ピーマン
　　トウモロコシ
カボチャ、シソ
ニガウリ
ズッキー二
ゴボウ、レタス

ホウレン草
大根、白菜
里芋、春菊
ニンジン
小松菜
ソバ、キンカン
カブ

1 食べ物を
選ぶ力

2 食べ物の味が
分かる力

3 料理が
できる力

4 食べ物の命を
感じる力

5 元気な体が
分かる力

お料理は
楽しいよ！

トマトを
育てよう！

運動すると
ごはんが
おいしいよ！
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暮らしの情報
市
長
と
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
ン
チ

参
加
グ
ル
ー
プ

　

市
長
と
の
昼
食
会
に
参
加
す
る
グ
ル
ー

プ
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人
で
、サ
ー
ク
ル
、

職
場
仲
間
、
友
人
、
近
所
仲
間
な
ど
、
８

〜
11
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ

●
時
間　

平
日
の
12
時
〜
12
時
50
分

●
場
所　

市
長
室

●
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
弁
当
代
）　

　

申
込
書
お
よ
び
参
加
者
名
簿
を
会
食

希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
秘
書
広
報
課

に
提
出

※ 

申
込
書
は
秘
書
広
報
課
、
市
役
所
市
民

相
談
室
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－
３
１
７
４

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者

●
場
所　

山
田
町
一
堂
ヶ
丘
公
園
内

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
農
園

●
料
金　

１
区
画
20
平
方
㍍
に
つ
き

　
　
　
　

年
３
、０
０
０
円

※
く
わ
、
鎌
な
ど
の
道
具
あ
り

　

く
え
び
こ
山
田

　
　
　

☎
64

－

３
４
５
５

新
規
就
農
研
修
希
望
者

　

経
営
感
覚
に
優
れ
た
地
域
農
業
の
担
い

手
を
育
成
す
る
た
め
、
新
た
に
農
業
を
始

め
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
新
規
就
農
者
確
保
・
育
成
・
支
援
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象　

新
規
学
卒
者
、
離
職
者
な
ど
で

就
農
を
希
望
す
る
人
、
県
内
外
の
新
規
参

入
者
（
非
農
家
）
で
、
原
則
と
し
て
公
的

機
関
な
ど
で
基
礎
的
な
研
修
を
受
け
た
人

●
募
集
人
数　

２
人

　

５
月
31
日
㈭
ま
で
に
Ｊ
Ａ
各
支
所

営
農
経
済
課
ま
た
は
、
地
域
営
農
振
興
課

☎
38

－

６
６
９
３

み
や
ざ
き
農
業
実
践
塾
生

●
対
象　

県
内
で
新
た
に
農
業
を
始
め
る

人
で
、
健
康
で
長
期
間
の
研
修
を
続
け
ら

れ
る
意
欲
と
体
力
が
あ
る
人

●
募
集
内
容　
【
経
営
実
践
コ
ー
ス
】
野

菜
栽
培
技
術
な
ど
の
実
践
研
修

【
基
礎
体
験
コ
ー
ス
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
た
農
業
基
礎
研
修

●
定
員　

各
コ
ー
ス
20
人

●
研
修
費　
【
経
営
実
践
コ
ー
ス
】
月
額

４
、０
０
０
円
【
基
礎
体
験
コ
ー
ス
】
２
、

０
０
０
円
（
１
年
間
）

●
そ
の
他　

研
修
の
具
体
的
な
内
容
な
ど

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

４
月
27
日
㈮
ま
で
に
宮
崎
県
立
農

業
大
学
校
農
業
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
３

－

23

－

７
４
４
７

ぼ
ん
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

●
日
程　

５
月
〜
11
月
の

　
　
　
　

毎
月
１
〜
２
回
程
度

（
実
習
７
回
、
講
座
３
回
程
度
）

●
時
間　

実
習（
甘か

ん
し
ょ藷

栽
培
）９
時
〜（
３

時
間
程
度
）、講
座
10
時
〜（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

Ｊ
Ａ
都
城
都
北
事
業
所
、
沖
水

地
区
ほ
場
ほ
か

●
対
象　

農
業
に
興
味
が
あ
り
、
自
分
で

作
っ
た
野
菜
を
直
売
所
に
出
荷
・
販
売
し

た
い
と
考
え
て
い
る
人

●
定
員　

10
人
程
度　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
受
講
料　

２
、０
０
０
円
（
傷
害
共
済

掛
金
、
資
料
代
含
む
）

　

４
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話

番
号
、
職
業
、
野
菜
を
作
っ
て
い
る
面
積
、

応
募
の
動
機
や
農
業
に
対
す
る
思
い
な
ど

を
明
記
し
、
Ｊ
Ａ
都
城
営
農
企
画
室
地
域

営
農
振
興
課
（
〒
885

－

０
０
０
４　

都
北

町
５
７
０
８
）　

☎
38

－

６
６
９
３

七
夕
ま
つ
り
「
織
り
姫
展
」
参
加
者

　

七
夕
ま
つ
り
に
合
わ
せ
開
催
す
る
織
り

姫
展
に
、
手
芸
品
や
工
芸
品
を
出
品
す
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
４
日
㈬
〜
８
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　

５
月
６
日
㈰
ま
で
に
旧
後
藤
家
商

家
交
流
資
料
館　

☎
58

－

６
９
０
０
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

小
学
生
１
、０
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料

（
雨
天
時
も
同
額
）

　

農
産
物
直
売
所
「
茅か
や

葺ぶ

き
の
里
笛

水
」　

☎
62

－

１
５
１
５

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民
を
対
象
に
、

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ラ

ク
ラ
ク
運
動
法
を
学
ん
で
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分　

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

30
人

※
要
事
前
申
し
込
み

●
そ
の
他　

運
動
の
し
や
す
い
服
装
で
、

飲
み
物
は
持
参
く
だ
さ
い

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

健
康
教
室
（
無
料
）

●
日
程
・
内
容

４
／
20
㈮
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
体
操

「
自
分
の
た
め
の
介
護
予
防
」

５
／
10
㈭
糖
尿
病
の
治
療
と
食
事
療
法

●
時
間　

15
時
〜
16
時

●
場
所　

三
州
病
院
３
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
室
（
花
繰
町
）

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

　

三
州
病
院　

☎
22

－

０
２
３
０

端
午
の
節
句
に
武
者
人
形
を

島
津
邸
に
飾
り
ま
せ
ん
か

　

都
城
島
津
邸
で
開
催
す
る
武
者
人
形
展

に
展
示
す
る
武
者
人
形
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
10
日
㈫
〜
19
日
㈭

●
募
集
数　

30
体
程
度

※ 

武
者
人
形
の
搬
送
は
応
募
者
が
行
っ
て

く
だ
さ
い

【
武
者
人
形
展
】

●
日
時　

４
月
20
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈰

●
場
所　

都
城
島
津
邸
本
宅

●
本
宅
観
覧
料　

小
学
生
以
上
１
０
０
円

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員

●
活
動
期
間　

５
月
〜
平
成
25
年
２
月

原
則
と
し
て
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
の
13

時
30
分
〜
17
時

●
活
動
場
所　

カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ

●
募
集
期
間　

４
月
９
日
㈪
〜
20
日
㈮

●
対
象
・
定
員　

市
内
お
よ
び
三
股
町
の

小
学
３
〜
６
年
生
で
、
年
間
を
通
じ
て
参

加
で
き
る
人　

60
人

●
参
加
費　

年
間
４
、０
０
０
円

●
そ
の
他　

ク
ラ
ブ
指
導
員
も
募
集
中

　

４
月
以
降
に
各
学
校
で
配
布
す
る

入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
学
校
の
担
任
の
先
生
ま
た
は
工
業
振
興

課
内
都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
23

－

２
７
５
３　

Fax 

25

－

６
２
０
０

家
庭
倫
理
講
演
会

●
日
時　

４
月
15
日
㈰

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
12
時
15
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

山
口
照
美
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
感
動
が
心
の
扉
を
開
く
」

　

家
庭
倫
理
の
会
都
城
市
（
樋
之
口
）

　
　

☎
０
８
０

－

５
２
６
４

－

２
７
６
９

薬
用
植
物
を
た
ず
ね
て

●
日
時　

５
月
27
日
㈰

※
８
時
に
市
役
所
集
合

●
場
所　

夏
尾
地
区
（
予
定
）

●
定
員　

１
５
０
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

５
０
０
円

※
昼
食
、
飲
料
水
は
各
自
持
参

　

５
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
集
合
場
所
（
都
城
・
小
林
の
い

ず
れ
か
）
を
明
記
の
上
、
㈳
都
城
市
北
諸

県
郡
薬
剤
師
会
（
〒
885

－

０
０
１
９　

祝

吉
一
丁
目
２

－

17
）　

☎
25

－

２
４
５
５

笛
水
ウ
オ
ー
ク

●
日
時　

４
月
29
日
㈰　

９
時
15
分
〜

●
集
合
場
所　

笛
水
小
中
学
校

●
定
員　

50
人

●
参
加
費　

中
学
生
以
上
２
、０
０
０
円
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暮らしの情報
初
級
日
本
語
講
座

　

日
本
語
を
勉
強
を
し
た
い
外
国
籍
の

人
の
た
め
の
講
座
で
す
。
知
り
合
い
の
外

国
人
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

５
月
12
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日
、
６
月
10
日
㈰

※
６
月
９
日
㈯
と
８
月
中
は
休
み　

 

●
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分

※
６
月
10
日
㈰
の
み
９
時
〜
12
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　

10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
選
考
あ
り

●
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
が
必
要
な
場
合
あ
り

　

４
月
27
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
生
活
文
化
課

☎
23

－

２
２
９
５　

Fax 

23

－

３
２
２
３

intl@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

●
日
時　

４
月
28
日
㈯　

17
時
〜

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
会

議
室

●
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得
し

た
い
人
（
競
技
歴
不
問
）、
競
技
者
と
し

て
日
本
陸
連
登
録
を
希
望
す
る
人

●
受
講
料　

無
料

※
登
録
料
３
、０
０
０
円
程
度
必
要

　

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

　
　
　

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

　
　
　

m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

き
ら
り
体
験
教
室　

　

５
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

●
場
所　

指
導
者
宅
（
前
田
町
）

●
費
用　

１
、０
０
０
円

【
ボ
ー
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
＆
美
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】

●
日
時　

５
月
７
日
㈪
・
21
日
㈪　
　
　

 

　
　
　
　

13
時
〜
15
時　

全
２
回

【
骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
＆
美
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】

●
日
時　

５
月
14
日
㈪
・
28
日
㈪

　
　
　
　

13
時
〜
15
時　

全
２
回

　

４
月
27
日
㈮
ま
で
に
き
ら
り
ネ
ッ

ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

都
城
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

都
城
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
観
光
客

に
紹
介
す
る
、
都
城
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
〜
10
月
の
第
２
・
第
４
木

曜
日　

10
時
〜
12
時　

計
12
回

※
現
地
研
修
の
日
は
時
間
が
異
な
り
ま
す

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館
２
階
交
流
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
で
、

都
城
島
津
邸
お
よ
び
市
内
史
跡
な
ど
で
ガ

イ
ド
と
し
て
活
動
で
き
る
人

●
定
員　

30
人

●
募
集
期
間　

４
月
15
日
㈰
〜

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

●
受
講
料　

１
、０
０
０
円

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

み
や
こ
ん
じ
ょ
古
文
書
講
座

　

都
城
島
津
邸
で
は
、
学
芸
員
に
よ
る
古

文
書
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
〜
12
月
の
毎
月
第
３
土
曜

日　

14
時
〜
16
時　

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館
２
階
交
流
室

●
内
容　

古
文
書
解
読
と
解
説
ほ
か

●
定
員　

25
人

●
参
加
料　

５
０
０
円

　

５
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６　

Fax 

36

－

４
０
１
９

健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

地
域
の
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
団
体　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
で
構
成
し
、
毎
週
１
回
、
計
10
回

実
施
で
き
る
15
人
以
上
の
団
体

●
募
集
団
体
数　

15
団
体　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

介
護
予
防
体
操
の
実
技
（
１
回

当
た
り
１
時
間
30
分
程
度
）

●
そ
の
他　

日
程
、
場
所
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
後
、
調
整
し
ま
す

　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

－

３
１
８
４
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

平
成
24
年
度
〈
前
期
〉

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

元
気
で
伸
び
伸
び
と
し
た
子
ど
も
の
育

成
と
親
子
の
き
ず
な
の
強
化
、
さ
ら
に
親

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
23
日
㈬
〜
７
月
25
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

10
時
〜
12
時　

全
10
回

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中
に
３

歳
ま
た
は
４
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

●
定
員　

40
組　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

体
操
、
ボ
ー
ル
運
動
、
マ
ッ
ト

運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ほ
か

●
費
用　

１
組
３
、０
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
。
子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合
は

４
、０
０
０
円
）

※ 

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

合
、
保
険
料
の
み
頂
き
ま
す

　

４
月
18
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
（
９

時
〜
16
時
ま
で
の
間
）
で
㈶
都
城
地
区
施

設
協
会　

☎
24

－

６
４
５
４

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

４
月
27
日
㈮　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
教
育

研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　

高
血
圧
に
つ
い
て

●
定
員　

先
着
80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

●
日
程　

４
月
19
日
㈭
〜
22
日
㈰

●
場
所　
【
学
科
】
総
合
福
祉
会
館

【
実
技
】
吉
原
建
設
㈱
仮
設
機
材
部
（
都

北
町
）

●
対
象
・
定
員　

18
歳
以
上
の
人　

80
人

●
受
講
料　

２
万
９
、０
０
０
円

免
除
者
は
２
万
７
、０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代
１
、６
０
０
円
（
税
込
み
）

　

㈳
宮
崎
県
労
働
基
準
協
会
都
城
支

部　

☎
24

－

５
６
０
３

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

●
対
象　

市
内
・
三
股
町
在
住
の
18
〜
65

歳
程
度
の
人
で
、
修
了
後
に
点
訳
や
音
訳

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

●
期
間　

５
月
９
日
㈬
〜
平
成
25
年
３
月
６
日
㈬

【
点
訳
】
第
２
・
４
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

【
音
訳
】
毎
週
水
曜
日
（
第
３
水
曜
日
を

除
く
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
15
人

●
教
材
費　

点
訳
１
、２
０
０
円

　
　
　
　
　

音
訳
６
０
０
円

　

５
月
２
日
㈬
ま
で
に
点
字
図
書
館

　
　
　

☎
26

－

１
９
４
８

公
正
証
書
遺
言
等
相
談（
無
料
）

　

相
続
、
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
尊
厳

死
宣
言
、
賃
貸
借
契
約
、
離
婚
給
付
契
約

な
ど
の
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
日
時　

４
月
16
日
㈪
〜
18
日
㈬

　
　
　
　

９
時
〜
17
時　

※
要
申
し
込
み

●
場
所　

都
城
公
証
人
役
場

　

都
城
公
証
人
役
場

　
　

☎
22

－

１
８
０
４

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

４
月
20
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）
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暮らしの情報
女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

４
月
18
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

４
月
24
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

芸
術
・
文
化
事
業
補
助
金

●
交
付
対
象
者　

芸
術
・
文
化
活
動
を
目

的
と
し
、
過
半
数
の
構
成
員
が
市
内
在
住

で
、
主
に
市
内
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い

る
団
体

●
補
助
対
象
事
業

① 

芸
術
・
文
化
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

事
業

②
芸
術
・
文
化
の
研
究
調
査
活
動
事
業

③ 

芸
術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

事
業

④ 

芸
術
家
や
実
演
団
体
を
招
い
て
鑑
賞
し

た
り
、
優
れ
た
芸
術
作
品
を
鑑
賞
し
た

り
す
る
事
業

⑤ 

文
化
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

に
、
外
部
か
ら
講
師
や
指
導
者
を
招
く

事
業

※ 

学
校
や
企
業
な
ど
が
行
う
も
の
、
教
授

所
や
教
室
な
ど
が
行
う
け
い
こ
ご
と
、

習
い
ご
と
の
発
表
会
な
ど
は
、
補
助
の

対
象
外
で
す

●
対
象
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

　

５
月
16
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
用
紙

に
記
入
の
上
、
生
活
文
化
課

☎
23

－

２
１
３
２

※ 

申
請
書
類
お
よ
び
報
告
書
類
の
様
式
な

ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
配
布

●
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

① 

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
視
覚
障
が
い

１
〜
２
級
、
ま
た
は
肢
体
不
自
由
１
〜

２
級
（
２
級
は
下
肢
、
体
幹
、
運
動
障

が
い
の
み
）
の
人

②
療
育
手
帳
を
持
つ
知
的
障
が
い
Ａ
の
人

③ 

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
精
神
障
が

い
１
級
の
人

●
有
効
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

●
交
付
場
所　

福
祉
課
、
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課

※ 

手
続
き
に
は
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
お
よ
び
印
鑑
が
必
要
で
す

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
22

－

１
６
５
９

４
／
16
㈪　

13
時
30
分
〜　
「
赤
ち
ゃ
ん
パ
ー

ク
」
わ
ら
べ
歌
、
手
あ
そ
び
、
絵
本
な
ど　

対
象
：
０
・
１
歳
の
親
子　

場
所
：
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
／
18
㈬　

10
時
〜　
　

お
も
ち
ゃ
作
り　

場
所
：
庄
内
地
区
公
民
館

４
／
25
㈬　

10
時
〜　
　

お
も
ち
ゃ
作
り　

場
所
：
志
和
池
地
区
公
民
館

５
／
７
㈪　

10
時
〜　
「
ふ
た
ご
の
会
」

ふ
た
ご
の
お
友
達
や
妊
婦
さ
ん
の
交
流
会

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
57

－

３
２
９
８

４
／
26
㈭　

10
時
30
分
〜　

「
ち
び
っ
こ
広
場
」
こ
い
の
ぼ
り
運
動
会

４
／
27
㈮　

10
時
30
分
〜　

老
人
ホ
ー
ム
慰
問
「
東
岳
荘
」

５
／
８
㈫　

10
時
30
分
〜　

散
歩
の
日

５
／
11
㈮　

10
時
〜　
「
消
毒
の
日
」
セ
ン
タ

ー
の
お
も
ち
ゃ
を
み
ん
な
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
64

－

３
１
７
１

５
／
９
㈬　

10
時
〜　
「
保
育
参
加
・
離
乳
食

体
験
（
木
之
川
内
保
育
所
）」
※
要
申
し
込
み

５
／
10
㈭　

10
時
〜　
「
に
こ
に
こ
教
室
」

簡
単
手
作
り
お
も
ち
ゃ
・
季
節
の
小
物
作
り

※ 

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
の
移
転

　

４
月
１
日
㈰
か
ら
市
場
の
駅
内
（
志
比

田
町
）
に
事
務
局
を
移
転
し
ま
し
た
。
生

涯
学
習
の
相
談
や
教
室
の
開
催
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
時
間　

９
時
〜
17
時

●
休
業
日　

毎
週
水
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　

☎
23

－

４
０
８
０

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
説
明
会

　

本
年
度
登
録
を
予
定
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
対
象
に
、
登
録
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。

【
高
城
、
山
之
口
、
山
田
、
高
崎
、
沖
水
、

志
和
池
、
庄
内
地
区
】

●
日
時　

４
月
16
日
㈪

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
そ
れ
以
外
の
地
区
】

●
日
時　

４
月
17
日
㈫

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

※ 

前
年
度
に
登
録
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
送
ら
れ
て
く
る
登
録
用
紙
に
記
入

の
上
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規
登

録
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
　

　
　

☎
23

－

９
５
４
６

宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

　

県
で
は
、
人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
と

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、
新
規
学
卒

予
定
者
を
応
援
す
る
た
め
、
県
外
３
会
場

で
宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
開
催
日
程
・
場
所

【
東
京
会
場
】　

４
月
14
日
㈯

都
道
府
県
会
館
（
千
代
田
区
平
河
町
）

【
福
岡
会
場
】　

５
月
12
日
㈯

天
神
ビ
ル
（
福
岡
市
中
央
区
）

【
大
阪
会
場
】　

５
月
19
日
㈯

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル（
大
阪
市
北
区
梅
田
）

●
時
間　

13
時
〜
16
時
（
受
付
12
時
〜
）

●
参
加
費　

無
料（
事
前
手
続
き
は
不
要
）

●
内
容　

企
業
と
の
個
別
面
談
会
、
人
材

バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
ほ
か

●
参
加
企
業　

県
内
で
就
業
す
る
人
材
を

募
集
す
る
企
業

※ 

参
加
企
業
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い

　

県
地
域
雇
用
対
策
室　

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
０
５

吉
都
線
の
列
車
運
休

　

吉
都
線
の
都
城
駅
〜
吉
松
駅
間
に
お
い

て
、
日
中
に
線
路
修
繕
工
事
が
計
画
さ
れ

る
た
め
、
工
事
時
間
帯
の
列
車
が
運
休
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
バ
ス
な
ど
に
よ
る
代

行
輸
送
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
沿
線
住
民
お

よ
び
利
用
者
に
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
期
間　

４
月
以
降
毎
月
第
２
水
曜

日
（
８
月
を
除
く
）
予
定　

10
時
〜
16
時

●
運
休
す
る
列
車
（
便
名
・
時
間
）

【
下
り
】

２
９
２
７
Ｄ

（
都
城
発
10
時
18
分
、
吉
松
着
11
時
46
分
）

２
９
２
９
Ｄ

（
都
城
発
12
時
６
分
、
吉
松
着
13
時
35
分
）

２
９
３
１
Ｄ

（
都
城
発
14
時
13
分
、
吉
松
着
15
時
41
分
）

【
上
り
】

２
９
２
６
Ｄ

（
吉
松
発
10
時
５
分
、
都
城
着
11
時
32
分
）

２
９
２
８
Ｄ

（
吉
松
発
11
時
53
分
、
都
城
着
13
時
20
分
）

２
９
３
０
Ｄ

（
吉
松
発
14
時
１
分
、
都
城
着
15
時
29
分
）

　

Ｊ
Ｒ
九
州
鹿
児
島
鉄
道
事
業
部
鉄
道

企
画　

☎
０
９
９

－

２
５
６

－

５
７
７
０

林
業
退
職
者
共
済
制
度

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

林
業
退
職
者
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い

た
人
で
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
人
を
捜
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
人
で
、

自
身
が
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

☎
03

－

５
４
０
０

－

５
４
４
３
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暮らしの情報
ま
ち
な
か
空
店
舗
内
覧
会

　

中
心
市
街
地
の
空
店
舗
に
出
店
を
検

討
し
て
い
る
事
業
者
を
対
象
に
空
店
舗

内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈰
・
23
日
㈪

　
　
　
　

14
時
〜

●
対
象
区
域　

中
心
市
街
地
中
央
地
区

商
店
街
の
空
店
舗

●
参
加
費　

無
料　

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●
集
合
場
所　

千
歳
農
園
前
（
Ｉ
Ｔ
産

業
ビ
ル
隣
）

　

４
月
17
日
㈫
ま
で
に
商
業
観
光

課　

☎
23

－

２
９
８
３

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　

戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

な
ど
の
多
く
が
伐
採
の
時
期
を
迎
え
、

森
林
の
伐
採
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
森

林
の
立
木
を
伐
採
す
る
に
は
、
森
林
法

の
定
め
で
伐
採
す
る
30
日
前
ま
で
に
伐

採
者
と
森
林
所
有
者
の
連
名
で
、
伐
採

届
書
を
市
町
村
長
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
無
届
け
に
よ
る
森
林
の
伐
採

や
森
林
の
境
界
を
越
え
た
誤
っ
た
伐
採

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
山
を
守
る
た
め
、
必
ず

定
期
的
に
山
林
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員

名
簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・

収
支
予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　

Ｆ　
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

●
縦
覧
期
間　

４
月
27
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　
　

　
　

☎
23

－

２
４
３
１

農
地
転
用
に
は

資
金
証
明
書
が
必
要
で
す

　

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
た
め

に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　

４
月
か
ら
農
地
転
用
後
の
履
行
を
確

保
す
る
た
め
、
全
て
の
農
地
転
用
の
申

請
に
、
資
金
証
明
書
（
通
帳
の
残
高
証

明
書
や
金
融
機
関
が
発
行
す
る
融
資
予

定
証
明
書
な
ど
）
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

農
地
転
用
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
、資
金
証
明
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

標
準
農
作
業
料
金
お
よ
び
賃
金
表

　

都
城
北
諸
地
域
の
農
作
業
の
受
託
や

委
託
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
毎
年
、

都
城
北
諸
地
域
農
作
業
料
金
設
定
協
議

会
で
地
域
の
農
作
業
料
金
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
料
金
表
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
Ｊ
Ａ
都
城

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

※ 

農
地
の
売
買
・
貸
借
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
ま
た
は
地
区
の
農
業
委

員
に
相
談
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

は
り
き
ゅ
う
あ
ん
ま
施
術
料
助
成

　

受
診
者
証
を
持
参
し
、
指
定
の
施

術
所
で
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
の

施
術
を
受
け
る
と
１
回
当
た
り
１
、

２
０
０
円
（
後
期
高
齢
者
医
療
の
場
合

は
、
１
、０
０
０
円
）
の
助
成
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

保
険
証
、
印
鑑
、
前
年
度
の
受
診
者

証
を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
で
受
診
者
証
の
交
付
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

県
で
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
て
げ
て
げ
運

転
追
放
運
動
「
ス
ト
ッ
プ
！　

脇
見　

ぼ
ん
や
り
運
転
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

年
間
を
通
し
て
交
通
安
全
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

●
運
動
の
期
間　

４
月
６
日
㈮
〜
15
日

㈰　
（
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

４
月
10
日
㈫
）

●
運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

② 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④ 

て
げ
て
げ
運
転
追
放
運
動
の
推
進

⑤ 

セ
ー
フ
テ
ィ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

こ
い
の
ぼ
り
は
、
電
線
に
注
意

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
こ

い
の
ぼ
り
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
こ
い
の
ぼ
り
は
電
線
に
注
意
し
、

安
全
に
揚
げ
ま
し
ょ
う
。

① 

電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た
場
所
を
選

び
ま
し
ょ
う

② 

電
線
に
掛
っ
た
場
合
は
危
険
で
す
の

で
、
自
分
で
取
ら
ず
に
す
ぐ
に
九
州

電
力
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い

　

九
州
電
力
㈱
都
城
営
業
所

　
　

☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

７
０
５
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
４/22
㈰

藤元上町病院（内） 23-4000
冨田医院（内・小） 23-4586
隅病院（内・胃） 62-1100
たかお浜田（外・内） 22-8818
吉見クリニック（外・整・内）58-5633
野田医院（産・婦） 24-8553
山崎歯科医院 24-3332

４/29
㈰

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
豊栄クリニック（内） 39-2525
政所医院（内・小） 58-2171
橘病院（整） 23-7236
とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） 52-1135
小山田眼科（眼） 22-0710
大王歯科医院 24-8827

４/30
㈪

おおくぼクリニック（内）26-1500
ケイオークリニック（内・小）46-4500
はしぐち小児科（小） 24-5500
福島外科（外・胃） 38-1633
横山病院（泌・消） 22-2806
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
安楽歯科医院 24-1527

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は
　☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
　で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
４/22 ㈰ サンエイ、そうごうたかお、グリーン

４/29 ㈰ プリマリー、下長飯、高城
オレンジ、大光

４/30 ㈪ ウエスト、都北町
そうごうたかお南

みやざき医療ナビ

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

●
制
度
の
特
長

① 

掛
け
金
の
一
部
を
国
・
県
・
市
が
助

成
し
ま
す

②
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
す

③
管
理
が
簡
単
で
す

④
パ
ー
ト
も
加
入
で
き
ま
す

　
【
中
退
共
制
度
・
国
の
補
助
制
度
】

中
退
共
福
岡
相
談
コ
ー
ナ
ー　

☎
０
９
２

－

６
３
１

－

２
５
５
１

【
県
の
補
助
制
度
（
小
規
模
事
業
所
退

職
金
制
度
づ
く
り
応
援
事
業
）】

県
労
働
政
策
課　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
０
６

【
市
の
補
助
制
度
】

工
業
振
興
課　

☎
23

－

２
７
５
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
、
建
設
業
を
営
む
中
小

企
業
者
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
、
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を

辞
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
建
設
業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
人

●
対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

●
制
度
の
特
長

① 

国
の
制
度
な
の
で
安
心
、
確
実
で
申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

② 

国
や
県
の
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評

価
の
対
象
と
な
り
ま
す

③
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

④ 
掛
け
金
は
、
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全

額
非
課
税
と
な
り
ま
す

⑤ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

☎
03

－

５
４
０
０

－

４
３
１
６

催
眠
商
法
に
注
意
！

　

最
近
、「
催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
」
が
、

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
」
と
は
、
日

用
品
の
安
売
り
や
新
製
品
の
説
明
会
な

ど
と
言
っ
て
人
を
集
め
、
熱
狂
的
な
雰

囲
気
を
作
り
、
一
種
の
興
奮
状
態
の
中

で
、
最
後
に
高
額
商
品
な
ど
を
買
わ
せ

る
商
法
で
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
悪
質
商
法
に
関
わ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
は
、
都
城
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
東

館
２
Ｆ
）　

☎
23

－

７
１
５
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
で
は
、
マ
ザ
ー

ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
女
性
が

子
育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
よ
う
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
内
容

① 

子
ど
も
と
一
緒
に
就
職
活
動
が
で
き

ま
す

② 

就
職
に
役
立
つ
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す

③ 

応
募
書
類
の
作
成
、
面
接
の
受
け
方

な
ど
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
（
予
約
制
）

④ 

保
育
情
報
、
子
育
て
支
援
情
報
を
提

供
し
ま
す

　

都
城
公
共
職
業
安
定
所

　
　

☎
22

－

１
７
４
５
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「
諏す

訪わ

三さ
ぶ

郎ろ
う

物も
の

語が
た
り

絵え

巻ま
き

」　　
　
　

　

こ
れ
は
、
信し

な

濃の

国の
く
に

諏
訪
郡
諏す

わ訪
大だ

い

明み
ょ
う

神じ
ん

の
縁
起
を
物
語
化
し
て
、
絵
と
文
で
紹
介

し
た
「
諏
訪
縁
起
絵
巻
」
の
一
つ
。
主
人

公
の
諏
訪
大
明
神
と
し
て
祭
ら
れ
た
甲こ

う

賀が

三さ
ぶ

郎ろ
う

が
、
兄
に
よ
っ
て
地
底
に
落
と
さ
れ
、

そ
の
国
々
を
遍
歴
し
た
の
ち
、
蛇
の
姿
と

な
っ
て
帰
郷
し
、
元
の
姿
を
取
り
戻
し
て

妻
と
再
会
を
果
た
す
と
い
う
内
容
で
す
。

市
内
で
は
、
都
城
島
津
家
と
野
々
美
谷
の

諏
訪
神
社
に
伝
来
し
て
い
ま
す
。

　

都
城
島
津
家
と
諏
訪
神
社
の
縁
は
深
く
、

話
は
初
代
当
主
資す

け
た
だ忠
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
資
忠
が
領
地
の
都
城
に
入
る
際
、

鹿
児
島
の
諏
訪
神
社
に
参
詣
し
た
と
こ
ろ
、

神
前
か
ら
鎌
が
飛
ん
で
き
て
、
資
忠
の

袖
に
入
り
ま

し
た
。
資
忠

は
感
激
し
て
、

そ
の
鎌
を
持

っ
て
都
城
に

入
り
、
諏
訪

神
社
を
創
建

し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津

都城市立図書館　●休館日／４月16日・23日・29日・30日、５月３日・４日・７日・10日・14日　●開館時間／9：30 ～18：50
高城図書館　　　●休館日／４月17日・24日・29日、５月１日・３日・４日・８日・15日　　　　●開館時間／9：30 ～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

4
月
16
日→

5
月
15
日

「
禁
断　

ニ
・
ニ
六
事
件
」

鬼
頭
春
樹
（
著
）
河
出
書
房
新
社
（
発
行
）

事
件
の
勃
発
か
ら
76
年
。
事
件
の
裏
に
は
「
宮
城
」

を
舞
台
に
し
た
あ
る
作
戦
が
存
在
し
て
い
た
。
作
戦

に
関
係
す
る
２
人
の
軍
人
の
足
跡
を
膨
大
な
史
料
を

た
ど
り
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ

デ
ュー
サ
ー
が
記
す
渾
身
の
長
編
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
と
し
ょ
か
ん
ね
こ
デ
ュ
ー
イ
」

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
マ
イ
ロ
ン
、ブ
レ
ッ
ト
・
ウ
ィ
タ
―（
文
）、ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ（
絵
）

三
木
卓
（
訳
）
文
化
出
版
局
（
発
行
）

あ
る
寒
い
日
、
図
書
館
の
返
却
ポ
ス
ト
に
１
匹
の
子
猫

が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
デ
ュ
ー
イ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
そ
の
猫
は
、
た
ち
ま
ち
図
書
館
の
人
気
者
に
…
。

実
話
に
基
づ
く
、
あ
た
た
か
い
楽
し
い
絵
本
で
す
。

一
般

児
童

12

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
４
月
26
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
５
月
12
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　
ア
ン
デ
ィ
と
ら
い
お
ん
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ハ
ー
テ
ィ
作
）

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
４
月
21
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　

読
み
聞
か
せ
会

●
４
月
28
日
㈯　

11
時
〜

選
挙
の
は
な
し 

 　
　

 

投
票
が
無
効
に
な
る
場
合
っ
て
？

　

次
の
場
合
に
は
、
無
効
票
に
な
り
ま
す
。

①
立
候
補
し
て
い
な
い
人
の
氏
名
を
書
く

②
２
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書
く

③
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く

④
白
紙
に
よ
る
投
票　

な
ど

　
　

  

当
選
人
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る
の
?

　

市
長
選
挙
や
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

候
補
者
ご
と
に
集
計
し
、
得
票
の
多
い
順

に
当
選
人
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
法
定

得
票
数
以
上
の
得
票
が
な
け
れ
ば
当
選
と

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
得
票
が
同
数

の
場
合
は
く
じ
で
当
選
人
を
決
め
ま
す
。

法
定
得
票
数
と
は

　
　

  

選
挙
結
果
は
公
表
し
て
い
る
の
？

　

開
票
の
中
間
発
表
や
選
挙
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
開
票
所
で
掲
示
す
る
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

☎
23

－

７
８
６
４

市
議
会
議
員

選
挙

市
長
選
挙

有
効
投
票
数
を
議
員
の
定
数
で

割
っ
て
得
た
数
の
４
分
の
１

有
効
投
票
の
総
数
の

４
分
の
１

242012.4



●
成
人
式
の
特
集
を
読
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
友

達
と
成
人
式
を
迎
え
た
と
き
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
私
の
家
族
で
も
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
梅
北
町　

ヤ
ス
ピ
ョ
ン
さ
ん
）

●
吉
之
元
小
学
校
の
ス
ケ
ー
ト
。
先
生
と
親
の

協
力
で
で
き
る
と
て
も
良
い
行
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。
私
の
子
ど
も
の
学
校
で
も
、
こ
の

よ
う
に
み
ん
な
が
協
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。（

南
鷹
尾
町　

ス
リ
ー
ボ
ウ
ズ
さ
ん
）

●
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
特
集
や
人
の
風
景
を

読
ん
で
、
何
か
に
打
ち
込
ん
で
い
る
人
は
す

て
き
な
顔
を
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
元

気
を
も
ら
え
ま
し
た
。（

西
町　

K
・
K
さ
ん
）

●「
大
切
な
人
の
悩
み
に
気
付
い
て
く
だ
さ
い
」

心
打
た
れ
る
テ
ー
マ
で
し
た
。
私
も
大
切
な

人
の
命
を
守
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
志
比
田
町　

ほ
っ
と
ミ
ル
ク
さ
ん
）

●
３
月
の
卒
業
を
待
つ
だ
け
に
な
り
、我
が
家
の

春
は
、
う
れ
し
い
よ
う
な
寂
し
い
よ
う
な
…
。

社
会
人
と
し
て
巣
立
つ
息
子
へ

　

元
気
に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

（
高
木
町　

ぴ
い
ち
ゃ
ん
）

時間のたつのは早いですね！　国際交流員にな
ってあっという間に10カ月が経ちました。
まず、今までお世話になった方々に心からお礼
を申し上げます。皆さんは私の記憶の中で掛け替
えのない大切な存在です。都城での日々を思い出
したら幸せで満足な気持ちでいっぱいになります。
日本、そして宮崎県となかなか切れない縁があ
るとずっと思ってきました。前世はここで暮らし
ていたような気がします。心がとても落ち着いて、
安らぎの中で生活できます。この10カ月間、皆さ
んのおかげで寂しい思いは一切しませんでした。
中国の紹介をするために訪問した学校の生徒た
ちのかわいい姿や、高齢者学級の皆さんのほほ笑
みは今でも時々頭に浮かびます。そして、上司や
同僚たちは結婚祝いや誕生日祝いまでしてくれま
した。ただの同僚ではなく、同じ職場の友達とし
て扱ってくれ、温かい雰囲気の中でとても楽しく
て有意義な10カ月を過ごしてきました。
さようなら都城！　どうもありがとうございま
した！　また会いましょうね！

QUIZ 国際交流員
のひとりごと

別れのメッセージ

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

■4月号クイズの結果【応募総数50通】
◎正解／①１，６０７　②東京　③吉之元

Vol.76

問　① 今回から始まった新企画「盆地生まれの元気を
いただきます」で、紹介したメニューは？

答  
問　② 市民栄誉賞を受けた湯場選手。ボクシング日本

王座○階級制覇を果たしました。

答  
問　③ 人の風景に登場した福﨑さん。「岩手　陸前高田

市へ○を捧げる会」の代表を務めました。

答  
今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

陶　婉悠さん（中国）Vol.4



□美術館（姫城町）☎25ｰ1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※４月29日㈰・５月５日㈯は住民票などの交付はできません
◎収蔵作品展　「特別な日 - It's  a most unusual day -」
　～５月13日㈰

□都城歴史資料館（都島町）☎25ｰ8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□都城島津邸（早鈴町）☎23ｰ2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎武者人形展　４月20日㈮～５月６日㈰

□人形の館（山之口町）☎57ｰ5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57ｰ3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町）☎58ｰ5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58ｰ6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町）☎62ｰ4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　４月19日㈭
◎デジタルカメラ撮影会
　４月30日㈪  10：00 ～ 16：30（要予約）

  

POST　CARD

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.76  2012年４月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や４月号を読んだ感想を書いて
　〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　５月１日㈫　当日消印有効
◎発表　本紙６月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎２月号当選者　原　美香さん（宮丸町）

商品提供事業者

【お茶の詰め合わせ】

読者プレゼント今月の

※４月16日～５月15日の日程
施設案内

PRESENT

当店自慢のお茶「郷里の
華」。こだわり製法のお
いしいお茶を、ぜひ、ご
賞味ください。

（株）松島屋百貨店　曽於市末吉町
☎76－0023

フリガナ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－



　国の重要無形民俗文化
財に指定されている山之
口麓文弥節人形浄瑠璃。
３月18日に開催された定
期公演に向け、山之口麓
小学校の５・６年生15人
が最後の練習を行いまし
た。10カ月間の練習を重
ね、細かな動作で人形に躍動感を与える大人顔負け
の演技力を身に付けた子どもたちは、公演に向けて
自信を深めていました。

都城市現住人口  
平成24年3月1日現在 前月比

世 帯 数 70,388世帯 （　34）
人口総数 168,853人　 （－19）
　　　男 79,199人　 （－30）
　　　女 89,654人　 （　11）

※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

インフォメーション

編集後記

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
大人顔負け 子ども人形遣い

シアターフェスティバル2012

必見！　「島唄」や「風になりたい」で知
られるTHE BOOMのボーカリスト宮沢
和史によるライブ！

毎年恒例となっている、シアターフェ
スティバルを今年も行います。
都城圏域の劇団が、交流プラザに集
合してパフォーマンスを繰り広げます。
笑いあり・涙あり・感動ありのステー
ジを皆さん、ぜひ見に来てください♪

イベントカレンダー（４月16日～５月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

４
月
２日㈪～５月12日㈯
庄内川のこいのぼり〔庄内川堤防〕
　荘内商工会　☎37-0024

22日㈰　10：00 ～
都城ラグビーフェスタ
〔母智丘関之尾公園多目的広場〕
　都城ラグビーフットボール協会

　　☎64-2105（山田中学校・高橋）

29日㈰　9：30 ～　※雨天順延
早水あやめまつり〔早水公園多目的広場〕
　同実行委員会　☎23-2890

～30日㈪
植木市〔神柱公園〕
　都城商工会議所　☎23-0001

５
月
13日㈰　8：00 ～
あじさい朝市〔山之口総合支所敷地内〕
　あじさい市部会　☎57-2016

13日㈰　10：00 ～
くまその里よろず市〔滝の駅せきのお〕
　同実行委員会　☎37-0373

●日時／５月13日㈰　開演17：30（開場17：00）
●料金／〔全席指定〕　4,500円　
※小学生以下の入場はできません。
　託児サービスあり（有料／要申し込み）

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23‒7140

●日時／４月29日㈰　14：00～ 17：00
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26‒7770

宮沢和史
寄り道　四十七次
～花鳥風月～

いよいよ４月。次女も幼稚園を卒園し、４月からは高
城小学校の新一年生。毎朝、我が家を７時過ぎに

は出発し、ちょうど２㌔の道のりを、仲が良いのか悪い
のか４歳年上の長女と漫才のようなやりとりを繰り広げ
ながら歩いて行くさまも、幼稚園に通ったこの１年で随
分と頼もしくなりました。小学校では、どんな先生や友
だちに出会えるのやら…。親の心配をよそに、当の本
人はどこ吹く風。生来のノンキボは、明るく健やかに育っ
てくれています。（久）
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